る 兵士た ちに、 滅私奉公 を あれほど たたき 込んだ のが 

真実なら、 己れ の 命 を 惜しんで、 上官で ある 地位 を 利 

用して 自分ば かりが 逃げ帰る こと は、 人間と して この 

上ない 穢辱 である こと 位 は 知つ てよ か つ たろう。 

戦争 は 常に 残酷な ものである。 けれども、 第二次 世 

界 大戦に おいて 日本の 軍事 権力と 上級 軍人の 或る もの 

が 演じた 役割 は、 生命の 破壊よりも 遙 かに 悪逆な、 生 

きながら その 人々 の 人間性 を 殺戮す る こと を敢 てした _ 

飛び立つ 飛行機 を 見送った ときの 兵士た ちの 敏感な こ 

ころの 中で は、 音を立てて、 何もの かが 倒れた ので あ 

る。 権威に 対する 侮蔑 や 嘲笑より、 もっとも つと 切実 



えるならば、 政府 は、 IE: く ほど 私的に なって いる。 政 

府 そのものの 命脈 を 保つ こと、 その 成員の 姑息な 差し 

かえ、 G • H • Q との 汲々 たる 妥協 策。 今日 猶 まこと 

に 壮健で ある 財閥の 七 変化 的 存在への 助力。 戦時 利得 

税、 財産税に ついての 解説 一 つで も 真面目に 聴いたら 

ば、 人民 は、 曖昧な 日本的 薄笑い を 口辺に 浮べて はい 

な いと 思う。 貿易 局の 頭に 三 井 財閥 を 坐ら せて い る 政 

府。 銀行、 大企業が、 9\ ^を 所有して いる 戦時公債 

を、 財産税で とりあげた 人民の 金で 償還しょう として 

いる 政府。 そういう 政府が、 財閥 的 私的 権力で ない と 

云う もの は 恐らくない であろう。 目前の 食糧 問題と い 
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